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　教材研 究委員会 は 、昨年度 『JACET リーデ ィ ングの総 合演習 』 ／ Jnteractive

Reading − Global　Conmrunica　tion．と 題する リ
ー

デ ィ ン グ教材 を 出版 した 。 こ の 教 材は主

と し て 以 下の よ うな点 にね らい を 定め た もの で ある 。

1 ．基本 的なス キル を 教え る 。

2 ． リ
ー

ディ ン グに コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 視 点 を導入 する 。

3 ． リ
ー

ダビ リテ ィ を量化す る 。

4 ．題 材を充実させ る 。

教材 の 出版に と もな っ て 、 昨年度 の 全国 大会 で 「リ
ー

ディ ン グ指導 の あ り方」 と題 して ワ

ー
ク シ ョ ッ プを行 な っ た e 発表で は 150 名を越 える 参加者を得て 、 こ の 分 野 にお ける 関

心 の 高さ を裏付ける こ とが で き た 。 その 際 、来 年度はぜ ひ 指導法 を含めた実践報告を行な

っ て ほ し い とい う要望をい ただ い た 。 今年度 4 月よ り多 くの 先生方に テキス トとして 使 っ

て い ただ い て い る こ と で もあ り，年度の 中間発表 とい う形 で 今回 の ワ
ー

クシ ョ ッ プを企画

した 。 今回の 発表で は編集委員以外か ら平野 氏に加 わ っ て い ただき、　「読解ス トラテ ジー

と読解」 とい う観点か ら発表をお願 い す る こ とに した 。 ま た編集委員の側か らは、三 好氏

は 「動機づ けの 乏 しい 学習者の 読みの 方略 を発 達 させ る 活動例」 を、佐藤氏が 「認知心理

学の 観点か らの リーダ ビ リテ ィ 」 をそれ ぞれ発表する 。

　発表者は、それ ぞれ 15 分程度 の発表を 行い 、そ の後 に質疑応答 を持つ 。 教材研 究委員

会で は 今回の 発表 を中間総括 と し、さ らに年 度末 に教材 として 使用 し て い ただ い た先生方

にア ンケ ー トをお願いす る 予定で ある 。 さま ざまな声を 聞きなが ら、よ りよ い教授 法 を開

発 し、教材の 改善がで き る こ とを願 っ て い る。
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